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紹介文 

日本の大気保全対策のための大気汚染防止法とこれを支える仕組み、固定発生源の排出

基準の測定と大気環境基準の監視を行う測定機器・方法等の関係や精度管理・維持管理の仕

組みを紹介する。大気環境保全に関連する法律や監視する機器の測定原理と仕様・機器の構

成、測定方法のマニュアルと日本工業規格（JIS）の関係、測定や監視に用いる機器を維持

する精度管理の仕組みについても簡単に紹介する。測定結果の普遍性を確保するトレーサ

ビリティとこれを実現する JCSS の役割と歴史、近年運用開始されたオゾンのトレーサビリ

ティ確保の仕組みも紹介する。測定方法の参考として、一般環境では環境省の環境大気常時

監視マニュアル、実務者向けに編集された環境大気常時監視実務推進マニュアル第 3 版、

有害大気汚染物質では環境省の有害大気汚染物質測定法マニュアル・排ガス中の指定物質

の測定方法マニュアル第 6 版と増補を用いた。末尾に参考資料として紹介しているので全

文はこちらを参照いただきたい。排ガス中の化学物質の測定法は JIS が制定されており、JIS

原案作成団体の（一社）日本環境測定分析協会が固定発生源からの排ガス分析マニュアル

（2021 年版）を公開している。自動分析機器の校正や技術的な内容については JIS 原案作

成団体である（一社）日本電気計測機器工業会の技術情報に公開されておりこちらも参考に

した。 
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